
令和７年７月 30 日 

令和７年度 第１回学校運営協議会 議事録 

大阪府立貝塚南高等学校 

校 長  藤 田  繁 也 

開 催 日 時 令和７年７月 30 日 １５：３０～１７：００ 

開 催 場 所 大阪府立貝塚南高等学校 会議室 

出 席 者 （ 委 員 ） 吉川委員（委員長）、坂中委員（副委員長）、岸田委員、 

南委員、加田委員、腕野委員 

出 席 者 （ 学 校 ） 校長、教頭、首席（記録）、事務長、学年代表、各分掌代表 

協 議 資 料 

 

・令和 7 年度の学校経営計画 

・各部署からの報告 

・府立高校改革グランドデザイン資料 

・令和８年度使用教科書選定一覧表 

備 考  

 

課題等（次第順） 

１．令和８年度採択教科書選定について 

２．令和７年度の学校経営計画について 

３．令和１０年度以降の公立高等学校入学者選抜に係る学校特色枠について 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

はじめに協議会会長及び副会長の選出を行い、吉川委員が会長に、坂中委員が副会長に選出された。 

 

１．令和８年度採択教科書選定について 

 （書面開催にて協議済） 

 

２．令和７年度の学校経営計画について 

  ・めざす学校像として生徒育成の方針を挙げるとともに、Well-being な学校づくりを推進する。 

  ・探究学習として「貝南サミット」を 12 月に実施。国際交流イベント（８月 NY、９月マレーシ

ア）も予定。 

  ・部活動加入率６割超。保護者連絡、各種アンケートの電子化により、伝達や処理の迅速化が図

れている。働き方改革にもつながっている。 

  ・今年度定員を上回る志願者が集まった。本校の特徴である、生徒への丁寧な教育活動、SNS も

利用した地域、中学校への魅力の発信等の成果が出ている。 

  ・教員の参画意識は上がっている。また、スクールミッションも生徒に浸透している。 

 

３．各分掌、各学年からの達成状況の報告 

・教務部   欠課時数のカウントについて、生徒に有利な方向で簡潔な方法に改めた。 

・進路指導部 多様な進路に対応した指導を実施。生徒の進路実現のため、講習、職場見学等を実施。 

・生活指導部 生徒の遅刻が多いので、遅刻件数２０％減を目標とする 

・保健部   各種検診、検査結果報告。災害ボランティア活動として東北の被災地で学習と活動を実施 

・行事活動部 体育祭実施報告、室内開催も検討する。芸術鑑賞会、参加率の向上が課題。 

・第１学年 経済（金融）学習として「株式学習ゲーム」を実施。貝南サミット１２月に予定。 

・第２学年 修学旅行（沖縄方面）１０月末に予定。 

・第３学年 進路希望調査結果報告。 

（各学年共通）４月末に万博に校外学習実施。 



・広報委員会 オープンスクール３回、高校説明会７回、中学校への出前説明会等に加え、SNS やホー

ムページで本校の取り組み、魅力を発信。 

 

4．令和１０年度以降の公立高等学校入学者選抜に係る学校特色枠について 

 府立高校改革の３つの方向性（理念）「卓越性、公平性、多様性の実現」「さらなる魅力化・特色化」

「わかりやすさ」のもとに、「学校改革」「入試改革」「広報改革」を行う。 

・令和１０（２０２８）年度以降の入学者選抜に向けて 

本校の「学校特色枠」として、「教科等への適性（地域や国際社会に貢献できる生徒）」（募集割合１０％）

および「探究活動（自ら考え学ぶ姿勢）」（募集割合５%）の２つの枠の設定を検討中。「社会の流れに沿

っている」「本校の強みの延長線上」「保護者・生徒の要望に沿う」の３つの観点に沿って教員、校長で

作成した。 

 

≪協議会委員からの質問、ご意見≫ 

 

＊令和７年度経営計画について 

・英検受験者数８８人は → 年間の各級合わせた全受験者数。 

・英検合格数は → 今は合格数よりもチャレンジすることに重きを置いている。 

・関西大学合格は何入試か → 総合型選抜 

・近大合格は何入試か → 指定校推薦もあるが、公募推薦入試、一般入試が多い 

 

＊各部署からの報告について 

・万博は全員行ったのか → 全員行きました。 → 涼しい時期でよかった 

・２年２２５人は良く残っている。がんばってください。 

 

＊府立高校改革グランドデザインについて 

（校長）新入試は、過去の実績は関係ない（実績では判定しない） 

・特色枠は別の入試か→本校の考えている２種の特色枠は、いままでと同じ受験科目を利用。 

・エントリーシートの評価の観点は → まだ決まったものはない 

 → 評価基準がよくわからないから受験せずに私学へとなるかもしれない 

・５０％も枠があるなら地元貝塚枠で合格させることができればいいのですが。 

・我々協議会委員も定員が割れないことを祈っている。 

・入試も中学生にわかりやすく、説明に行ってあげるといいかも。保護者のイメージ戦略（楽しい学校）

もアピールを。 

・同窓会も来年５０周年。地域への浸透等に協力します 

・教師と生徒の距離が近い面倒見のいい学校という特色をアピールしよう。 

・差別化を強調する時代になった。制服自由化とかどうか。ＳＮＳの活用も。 

・検定受検料の補助があるのはＰＲポイントでは。 

・自分が通っているときは楽しい学校ではあった。「３年間で伸びる学校」をアピールできないか。 

 

令和７年度の会議日程 

日時：第１回:令和７年７月 30 日 第 2 回:令和７年 11 月 26 日 第 3 回:令和８年 2 月 4 日 

場所：大阪府立貝塚南高等学校 会議室 

 


